
認
証
保
育
所
と
は
、
東

京
都
独
自
の
保
育
基
準
に

基
づ
き
認
証
さ
れ
た
民
間

の
保
育
施
設
で
、
区
が
運

営
費
を
助
成
し
て
い
る
。

利
用
料
金
な
ど
の
詳
細

は
、
㈱
ネ
ス
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
、
も
し
く
は
同
所
に

問
い
合
わ
せ
を
。

区
で
は
、
認
証
保
育
所

の
保
育
を
一
部
助
成
し
て

い
る
が
、
助
成
額
な
ど
は
、

保
育
事
業
係
☎
（
５
９
８

４
）
５
８
４
５
へ
。

▽
対
象
　
平
成
20
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

入
園
時
点
で
生
後
57
日
以

上
の
子
ど
も
▽
保
育
時
間
　

月
〜
土
曜
日
　
７
時
30

分
〜
21
時
30
分
▽
募
集
人

員
　
０
歳
児
　
９
名
、
１

歳
児
　
14
名
、
２
歳
児

14
名
、
３
〜
５
歳
児
　
３

名
▽
申
込
　
㈱
ネ
ス
・
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書

を
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
〒
150
0001
渋
谷
区
神

宮
前
６
ー
16
ー
18

サ
ン

ド
ー
原
宿
ビ
ル
３
階
　
㈱

ネ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
　
Fax
（
５
４
６
８
）
５

５
５
４
。

申
込
書
は
電
話
で
も
請

求
で
き
る
。

問
い
合
わ
せ
　
㈱
ネ

ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

☎
（
５
４
６
８
）
６
６
０

０
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

t
tp
://w

w
w
.n
e
ss-co

rp
o
.co
.jp
/n
e
rim
a
/

ー
ル
ー
ム
ベ
リ
ー
ベ
ア
練

８
月
は
お
盆
の
た
め
、
８
月
５
日
号
と
20
日
号

を
同
時
に
発
行
い
た
し
ま
す
。

光
が
丘
新
聞
社

お

知

ら

せ

病
児
・
病
後
児
保
育
室
を
併
設

練
馬
区
は
、
病
児
・
病
後
児
保
育

室
を
併
設
す
る
認
証
保
育
所
（
仮
称

ナ
ー
サ
リ
ー
ル
ー
ム
ベ
リ
ー
ベ
ア
練

馬
　
練
馬
１
ー
17
ー
１
　
コ
コ
ネ
リ

４
階
）
を
来
月
１
日
に
開
設
す
る
。

現
在
、
当
日
よ
り
利
用
可
能
な
認
証

保
育
所
と
病
児
・
病
後
児
保
育
室
の

利
用
者
を
受
け
付
け
て
い
る
。

病
気
の
回
復
期
で
集
団

保
育
の
難
し
い
時
期
に
一

時
的
に
預
か
る
病
後
児
保

育
や
、
病
気
の
回
復
期
に

は
至
ら
な
い
が
、
当
面
症

状
の
急
変
の
恐
れ
の
な
い

場
合
に
預
か
る
病
児
保
育

を
実
施
。
保
育
室
は
、
認

証
保
育
所
の
園
児
以
外
で

も
利
用
で
き
る
。
利
用
す

る
に
は
、
事
前
登
録
が
必

要
。▽

対
象
　
生
後
６
か
月

〜
10
歳
未
満
の
①
保
育
所

な
ど
に
通
う
区
内
在
住
の

子
ど
も
②
区
内
の
保
育
所

な
ど
に
通
う
子
ど
も
▽
保

育
時
間
　
月
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
18
時
▽
定
員

10
名
▽
費
用
　
登
録
料
１

０
０
０
円
、
保
育
料
１
日

２
０
０
０
円
。

保
育
料
は
生
活
保
護
受

給
世
帯
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
無
料
、
所
得

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
１

日
１
０
０
０
円
。

《
事
前
登
録
会
》

▽
日
時
　
７
月
26
日

（
土
）
・
29
日
（
火
）
・

30
日
（
水
）
９
時
〜
17
時

▽
場
所
　
仮
称
ナ
ー
サ
リ

馬
▽
持
ち
物
　
子
ど
も
の

健
康
保
険
証
、

ま
た
は
　

医
療
証
、
母
子
健
康
手

帳
▽
申
込
　
当
日
会
場
受

付
。
７
月
30
日
（
水
）
以

降
は
、
随
時
、
登
録
と
利

用
予
約
を
受
け
付
け
る
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

病
児
・
病
後
児
保
育
室

と
連
携
し
た
小
児
科
診
療

所
ね
り
ま
駅
前
キ
ッ
ズ
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
練
馬
１
ー
17

ー
１
　
コ
コ
ネ
リ
４
階
）

が
７
月
28
日
（
月
）
に
開

院
。診

療
曜
日
・
時
間
な
ど

の
問
合
せ
は
、
医
療
法
人

社
団
順
伸
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎

０
４
５
（
９
０
２
）
８
８

１
８
へ
。

病
児
・
病
後
児
保
育
室

練
馬
区
の
認
証
保
育
所

平
成
26
年
４
月
１
日
（
火
）

に
学
校
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

（
光
が
丘
６
ー
４
ー
１
）
が
開

設
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
教
育

研
究
や
研
修
、
教
育
相
談
や

教
育
情
報
の
発
信
拠
点
と
し

て
、
教
育
に
関
す
る
支
援
を

総
合
的
に
行
う
。

開
館
時
間
　
９
時
〜
21
時

30
分
　

休
館
日
　
年
末
年
始

問
合
せ
　
学
校
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎
（
６
３
８
５
）

９
９
１
１

【
主
な
施
設
内
容
】

◇
研
修
室
　
◇
教
科
書
セ

ン
タ
ー
・
研
究
室

◇
教
育
相
談
室
・
適
応
指

導
教
室
　
子
ど
も
た
ち
の
発

達
の
過
程
で
生
じ
る
様
々
な

悩
み
の
相
談
に
応
じ
る
。
ま

た
、
不
登
校
な
ど
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
を
行
う

◇
展
示
室
　
統
合
・
廃
園

し
た
光
が
丘
地
区
の
小
学

校
・
幼
稚
園
の
記
念
品
を
展

示

◇
地
域
交
流
コ
ー
ナ
ー

地
域
の
方
が
自
由
に
交
流
で

き
る
ス
ペ
ー
ス

※
体
育
館
、
運
動
場
、
研

修
室
、
調
理
室
は
、
団
体
が

利
用
で
き
る

※
施
設
に
よ
っ
て
、
利
用

時
間
・
利
用
方
法
が
異
な
る
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。



公
益
財
団
法
人

ア
ー
バ
ン
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が

平
成
25
年
度
の

調
査
研
究
を
Ｃ
Ｄ
等
に

昨
年
と
同
様
に
都
市
に
お
け
る
住
宅
地
の
再
生
に
関
す
る
研
究
を

続
け
て
い
る
公
益
財
団
法
人
ア
ー
バ
ン
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
平
成
25
年
度

の
調
査
研
究
を
Ｃ
Ｄ
等
に
収
め
た
。
都
内
団
地
の
先
が
け
戸
山
ハ
イ

ツ
の
現
状
と
今
後
の
展
望
、
オ
ラ
ン
ダ
の
居
住
地
空
間
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
、
台
湾
の
住
宅
地
再
生
、
京
都
の
都
心
居
住
と
京
町
家
に

関
す
る
研
究
、
首
都
圏
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
現
状
と
課
題
を

詳
細
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
関
係
各
者
に
話
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

①1970年代の再生（建替え）後、約40年を経た都内の団
地の原点ともいえる戸山ハイツの現状と今後の展望に関
する調査研究

日本女子大学　定行まり子、小池孝子、古賀繭子　他

都営住宅は昭和40年代以前に建設されたストックについて順次建

替えが進められているが、これ以降に建設された都営住宅は当面、

そのまま活用される方針にある。都営住宅は住居者条件等の特質

から居住者の定着率は高く、居住者の少子高齢化・世帯人数の縮

小化が深刻な問題となっている。

本調査では都営戸山ハイツを対象とし、建設から65年あまりの歴

史を紐解き、居住者の生活実態および意識、戸山ハイツ内施設の

利用状態および近隣との関係性等の調査から、都営戸山ハイツ居

住者が安心して生活していくために必要なこと、並びに地域にと

っての当団地の存在価値について検討した。そして、これらを通

して都営戸山ハイツにおける居住環境や施設利用問題点と課題を

まとめ今後の展開に向け都営戸山ハイツに求められるものを提示

している。尚、本内容は他の公営団地の再生にも示唆を与えるも

のと思われる。

国際的に重要な役割を果たしているオランダの都市づくりの動

向について、都市計画家協会「オランダ研究会有志」が中心と

なり、最新の現地情報を有する4人の専門家を招いての「講演＋

意見交換」を行う中で得られた知見や今日的評価をとりまとめ

た。4年前に行われた「オランダの都市づくり・住宅地づくりと

その実践的手法に関する調査研究」で報告された“動向の調査”

から一歩踏み込み、今回の調査では最近の国際的思潮やオラン

ダの近代史・都市史に照らしての評価、また先進諸国共通の悩

みである、“高齢化社会対応の最新動向”（認知症対策、尊厳死

等）について具体事例を含む情報を収集している。

本報告書では、台湾の住宅地の歴史や住宅政策を概観し、台湾に

おける住宅の全体像をつかむことを目指した。さらに、台湾にお

ける各種住宅の事例調査を通して、実態を把握した上で、今後の

住宅地再生やコミュニティ形成の課題について整理を行った。

報告書は8章で構成され、第1章でが、台湾における住宅の概

要・歴史と、戦後の住宅関連施設について整理し、第2章では公

的住宅、第3章では「連棟透天厂昔　」（台湾の連続住宅）、第4章では

民間中高層集合住宅、第5章では高齢者向けの住宅について、そ

れぞれの実態を明らかにし今後の課題について言及している。さ

らに第6章では既成市街地の実態と再生の課題についてまとめ、

第７章では歴史保存運動と再生の課題についてふれている。そし

て最後の第8章では各章のまとめを行った上で、今後の台湾にお

ける住宅地の展望について整理している。

京都には、1200年以上にわたる都市居住文化のさまざまな知恵の蓄積

がある。この蓄積の継承と発展は、現代世代だけでなく将来世代にと

っても重要な意味を持つものである。京町家はこの居住文化が形成さ

れる過程で生まれ、居住文化を育てる大切な空間として機能してきた。

このことをふまえ、京都の居住文化の継承と発展という視点から、京

町家の保全や再生の意義が問われ、内容が評価されるべきである。本

研究は、こうした認識の下に、「都心居住」という視点から京町家の保

全・再生の歩みを振り返るとともに、現代における取り組みの意義や

課題を確認し、これからの都心居住を展望するにあたって京町家やそ

の保全・再生活動から学ぶべき事項を検討している。

本調査は公団（現：ＵＲ都市再生機構）が首都圏において主に

昭和年代に実施した中規模ニュータウン30地区について、2ヶ年

にわたり現地調査等を行い現状の把握や課題の検討を行ったも

のである。

調査の結果、ニュータウンは人口増加の受け皿機能を果たすと

ともに、周辺地域の発展にも大きな貢献をしてきた。各地区は

それぞれの歴史が蓄積され、良好な住宅環境があり、概ね高い

「住みごこ地度」を有していた。一方、少子高齢化が確実に進ん

でおり、地区によっては居住人口の減少や空き家の増加、施設

や住宅の陳腐化・老朽化の問題などがあることも指摘された。

ニュータウンの今後の課題や果たすべき役割についての考察を

行いまとめとしている。

②オランダの居住地空間再生とコミュニティ形成に関
する調査研究

特定非営利活動法人日本都市計画家協会　横山浩　他
＋（一財）開発構想研究所

⑤首都におけるニュータウンの現状と課題―昭和年
代の公団開発地区を中心として（その2；総括編）

特定非営利活動法人まちナビ倶楽部

③台湾の住宅地再生におけるコミュニティ形成に関す
る研究調査

東京大学大学院　陳建中　他（指導東京大学大月敏雄）

④京都の都心居住と京町家に関する研究
京都の都心居住と京町家に関する研究会（京都大学　高田光雄　他）

＋（株）URサポート

CD・冊子は都立中央図書館、国会図書館にあります。

お問い合わせ
東京都千代田区神田小川町1-11-9 金子ビル6階
TEL/FAX 03-3292-5252
Eメール　urb@jh-a.or.jp
HP http;//www.urban-housing.or.jp



◆清潔な手で
手には、「黄色ブドウ球菌」という食中毒菌

がいることがある。特に、傷や化膿した部分

には多くいる。

◆しっかり加熱を
卵、肉や魚にいる菌は熱に弱いので、小さめ

に切って中心部まで十分に加熱する。

電子レンジを使うときは、途中でかきまぜ、

加熱ムラを防ぐ。

昨晩の残り物の煮物は、温めた程度では危険。

煮るものは、グツグツ煮る。

◆盛り付けは冷めてから
温かいうちに詰めると、お弁当の中が細菌が

増えるのに適した温度になってしまう。

おかずは、冷めてから詰める。

なるべく、おかずとご飯を分けて詰める。

◆涼しいところで保管を
閉めきった車内など、温かいところに置いて

おくと、菌が増える。なるべく涼しいところ

で保管を。

保冷剤の使用も。

できるだけ素手で扱わないように。
使用する器具は、清潔なものを。
使用後の器具類は、よく洗って保管する。

ねりま食品衛生だより
練馬区保健所　生活衛生課　食品衛生担当係　☎5984-4675 練馬地区☎3992-1183 石神井分室☎3996-0633

◆食材を選ぶとき
肉や魚は、クーラーボックス等で低温保管する。

肉や魚についている菌が、野菜などにつかない

ように、食材ごとに袋に分ける。

◆トングや箸を使い分ける
お肉を焼くトング（箸）と食べる用の箸は、使

い分ける。

食べる用の箸で生肉をさわるとお肉の菌がつい

てしまうことがある。

◆しっかり加熱
生肉には、食中毒菌（カンピロバクターや

O157など）がついている可能性がある。

中心部まで十分加熱する。

新鮮だからといって半生で食べると、食中毒に

なるリスクが高まり危険。

 

 



過
日
６
月
17
日
に
学
校
評

議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学

校
評
議
員
と
は
、
学
校
運
営
に

対
し
て
意
見
を
述
べ
る
方
々
の

こ
と
で
す
。
学
校
に
は
、
そ
の

学
校
の
設
置
者
（
本
校
の
場
合

は
練
馬
区
）
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
学
校
評
議
員
を
お
く
こ

と
が
で
き
る
、
と
学
校
教
育
法

施
行
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
学
校
評
議
員
会
で
、

最
近
の
光
春
小
の
子
供
の
あ
い

さ
つ
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
前
と
比
較
す

る
と
格
段
に
さ
わ
や
か
な
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
子
が
増
え
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

先
日
お
配
り
し
ま
し
た
学
校

要
覧
に
書
か
れ
て
い
る
と
お

り
、「
安
全
で
気
持
ち
の
よ
い

学
校
」
は
三
つ
の
経
営
目
標
の

内
の
一
つ
で
す
が
、
そ
の
実
現

の
た
め
の
取
組
の
一
つ
に
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
で
心
を
つ
な
ぐ
光

春
小
」
の
合
い
言
葉
を
掲
げ
毎

年
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年

度
は
年
３
回
実
施
す
る
予
定
で

す
。
第
１
回
目
は
５
月
19
日

か
ら
６
月
７
日
ま
で
３
週
間
に

わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
学
校
評
議
員
会
の
約
１
か

月
前
か
ら
の
取
組
で
し
た
か
ら

そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
ご

家
庭
で
の
あ
い
さ
つ
励
行
の
指

導
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
は

言
う
に
及
び
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
心
か
ら
『
あ
』

か
る
く
　
『
い
』
つ
も
　
『
さ
』

き
に
　
『
つ
』
た
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
ご
指
導
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
過
日
、
５
年
生
の
ク
ラ

ス
で
勤
労
意
欲
、
社
会
へ
の
奉

仕
、
清
掃
へ
の
取
組
意
識
を
主

題
に
道
徳
の
授
業
を
し
て
い
ま

し
た
。
単
元
名
は
「
め
ざ
せ
！

ナ
イ
ト
カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア
ル
」

で
す
。
授
業
の
内
容
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
し
た
。

千
葉
県
浦
安
市
に
あ
る
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
創
設
者
が
一
番
大

切
に
し
た
考
え
は
、
お
客
様
に

夢
と
感
動
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
は
、
毎

日
約
７
０
０
０
人
も
の
人
が
キ

ャ
ス
ト
と
し
て
働
い
て
い
る
の

で
す
が
、
一
番
力
を
入
れ
て
い

る
仕
事
が
「
カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア

ル
」
と
い
う
仕
事
で
約
６
０
０

人
い
る
そ
う
で
す
。
カ
ス
ト
ー

デ
ィ
ア
ル
は
英
語
で
保
護
と
か

保
全
と
い
う
意
味
で
す
が
、
こ

こ
の
パ
ー
ク
で
は
清
掃
人
を
指

し
ま
す
。
カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア
ル

に
は
具
体
的
な
目
標
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
赤
ち
ゃ
ん
が
ハ

イ
ハ
イ
し
て
も
大
丈
夫
な
く
ら

い
綺
麗
に
す
る
」
と
い
う
こ
と

だ
そ
う
で
す
。

こ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
役
員

で
あ
る
Ｋ
さ
ん
は
、
従
業
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
た
め
に
、
時
々
自
ら
ナ
イ
ト

カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア
ル
と
し
て
深

夜
に
掃
除
を
す
る
そ
う
で
す
。

あ
る
夜
、
大
き
な
ト
イ
レ
で
若

い
ナ
イ
ト
カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア
ル

が
掃
除
を
し
て
い
る
の
が
見
え

ま
し
た
。
一
人
で
掃
除
を
し
て

い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
ト
イ

レ
か
ら
話
し
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
何
と
彼
は
便
器
に
話

し
か
け
な
が
ら
掃
除
を
し
て
い

た
の
で
す
。
な
ぜ
便
器
に
話
し

か
け
て
い
る
の
か
理
由
を
尋
ね

る
と
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。「
僕
は
自
分
で
希
望

し
て
こ
の
職
業
を
選
ん
だ
け
れ

ど
、
こ
の
仕
事
が
い
や
で
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夜
は
寂

し
い
し
（
中
略
）
何
度
も
辞
め

よ
う
と
思
っ
た
。
で
も
本
場
ア

メ
リ
カ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
行

っ
て
、
考
え
方
が
変
わ
っ
た
ん

で
す
。
何
故
な
ら
向
こ
う
の
ナ

イ
ト
カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア
ル
は

『
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
仕
事
を

ど
う
し
て
い
や
が
る
ん
だ
。

（
中
略
）
何
故
だ
か
教
え
て
や

ろ
う
か
』
と
言
っ
て
、
ト
イ
レ

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
ん
で

す
。
そ
れ
で
『
こ
れ
は
み
ん
な

僕
の
友
達
だ
よ
。
名
前
も
あ
る

ん
だ
よ
』
と
い
っ
て
、
ず
ら
っ

と
並
ん
だ
便
器
を
『
ト
ム
、
ジ

ャ
ッ
ク
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
…
』
と

順
番
に
呼
ん
で
紹
介
し
て
く
れ

ま
し
た
。『
僕
は
毎
晩
彼
ら
と

話
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
る
ん

だ
』
と
言
う
な
り
、
彼
は
『
ト

ム
、
ど
う
だ
い
元
気
か
い
。
そ

う
か
、
今
日
は
思
い
っ
き
り
汚

さ
れ
た
か
ら
綺
麗
に
し
て
く
れ

っ
て
？
よ
し
、
思
い
っ
切
り
綺

麗
に
し
て
あ
げ
る
よ
』
な
ん
て

言
い
な
が
ら
掃
除
し
て
い
く
ん

で
す
。『
こ
う
し
て
綺
麗
に
し

て
あ
げ
る
と
、便
器
も
喜
ぶ
し
、

お
客
さ
ん
も
喜
ぶ
ん
だ
。
そ
し

て
僕
も
楽
し
い
よ
』
こ
れ
は
凄

い
。
ぼ
く
は
思
わ
ず
泣
け
て
き

ま
し
た
。
よ
し
、
僕
も
こ
れ
で

い
こ
う
。
そ
う
思
っ
て
、
日
本

に
帰
っ
て
き
て
か
ら
頑
張
っ
て

い
る
ん
で
す
」

役
員
の
Ｋ
さ

ん
は
心
が
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
…

本
校
の
子
供
た
ち
は
、
掃
除

は
嫌
い
で
は
な
い
子
が
多
い
で

す
。
班
の
友
達
と
協
力
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
箒
の
掃
き
方
や

塵
取
り
の
扱
い
方
な
ど
し
っ
か

り
で
き
る
子
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
水
拭
き
の
担
当

に
な
る
と
バ
ケ
ツ
の
始
末
や
水

の
冷
た
さ
、
雑
巾
の
絞
り
方
、

掛
け
方
が
辛
い
た
め
か
、
ま
た

家
で
も
行
う
機
会
が
少
な
い
た

め
か
、
率
先
し
て
行
う
子
が
少

な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
本
校

の
校
舎
、
校
庭
の
構
造
上
、
風

が
吹
く
と
埃
、
塵
が
舞
い
校
舎

内
に
入
り
込
み
推
積
さ
れ
ま

す
。
そ
の
関
係
で
水
拭
き
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

当
番
活
動
な
の
で
す
。
６
年
生

の
Ｈ
君
は
定
期
的
に
廊
下
の
窓

の
手
す
り
を
自
主
的
に
水
拭
き

し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
光
春
小

の
デ
イ
カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア
ル
で

す
。
素
晴
ら
し
い
行
為
で
す
。

「
安
全
で
気
持
ち
の
よ
い
学
校
」

を
目
指
す
上
で
、
こ
れ
か
ら
も

衛
生
に
気
を
付
け
、
丁
寧
に
清

掃
活
動
を
実
行
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で

Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
「
い
い
と

こ
メ
ガ
ネ
」
と
い
う
の
を
見

ま
し
た
。
教
員
だ
か
ら
で
し

ょ
う
か
、
画
面
に
子
供
と
教

室
の
場
面
が
出
て
く
る
と
、

つ
い
「
子
供
の
様
子
は
ど
う

か
な
？
」
「
教
室
の
環
境
は

整
っ
て
い
る
か
な
？
」
と
い

う
メ
ガ
ネ
で
見
て
し
ま
い
ま

す
。
も
う
少
し
意
地
悪
な
言

い
方
を
す
れ
ば
、
「
け
ん
か

し
て
い
る
子
、
い
じ
め
を
し

て
い
る
子
は
い
な
い
か

な
？
」
「
机
は
き
ち
ん
と
並

ん
で
い
る
か
な
？
」
「
掲
示

物
は
や
ぶ
れ
て
い
な
い
か

な
？
」
と
だ
め
な
と
こ
メ
ガ

ネ
で
見
て
い
る
自
分
に
気
づ

か
さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か

し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
不
正
や
人
権
侵
害
行
為

を
見
逃
さ
な
い
メ
ガ
ネ
を
持

つ
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
だ

め
な
と
こ
メ
ガ
ネ
で
人
を
見

る
癖
が
つ
い
て
し
ま
う
と
人

間
関
係
も
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
多
く

の
大
人
が
経
験
し
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
Ｍ
の
中
で
は
、
寂
し
そ

う
に
し
て
い
る
子
に
優
し
く

声
を
か
け
る
子
、
掃
除
を
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
子
な

ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
友
達
の
い
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
た
主
人
公
の

子
供
は
「
み
ん
な
い
い
と
こ

ろ
が
い
っ
ぱ
い
だ
〜
！
」
と

満
面
の
笑
み
を
見
せ
ま
す
。

友
達
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ

け
た
子
供
も
明
る
い
気
持
ち

に
な
れ
る
し
、
そ
れ
を
見
つ

け
て
も
ら
え
た
子
供
も
い
い

気
持
ち
に
な
れ
る
で
し
ょ

う
。
ど
ん
な
人
だ
っ
て
褒
め

ら
れ
て
嫌
が
る
人
は
い
ま
せ

ん
。
「
○
○
さ
ん
の
い
い
と

こ
ろ
は
…
だ
ね
。
」
の
一
言

で
人
間
関
係
が
良
好
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
。
小
さ
い
頃

か
ら
友
達
の
い
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
、
認
め
、
受
け
入
れ
、

自
分
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
の

中
に
活
か
し
て
い
く
と
い
う

態
度
や
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
周
囲
の
大
人

が
「
○
○
さ
ん
の
い
い
と
こ

ろ
は
…
だ
ね
。
と
い
い
と
こ

メ
ガ
ネ
の
お
手
本
を
示
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
が
子
供
の
心
の
中
に
あ

る
い
い
と
こ
メ
ガ
ネ
を
育
て

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
行
っ
て
い
く
の

が
学
校
で
あ
り
、
家
庭
で
あ

り
、
地
域
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
子
供
た
ち
へ
の
温
か
い
声

か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。Ｃ

Ｍ
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で

は
、
子
供
と
母
親
が
リ
ビ
ン

グ
で
く
つ
ろ
ぐ
パ
パ
を
「
パ

パ
の
い
い
と
こ
ろ
は
〜
？
」

と
手
で
メ
ガ
ネ
の
形
を
作
っ

て
の
ぞ
き
込
む
お
決
ま
り
の

ポ
ー
ス
で
見
つ
め
ま
す
。

光
が
丘
四
季
の
香
小
学
校

の
子
供
た
ち
も
我
々
大
人
を

見
つ
め
て
い
ま
す
。
「
大
人

だ
っ
て
い
い
と
こ
ろ
が
い
っ

ぱ
い
だ
よ
」
と
胸
が
張
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

い
い
と
こ
め
が
ね

デ
イ
カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア
ル
に
！

光
が
丘
春
の
風
小
学
校
　
校
長
　
井
上
　
靖

光
が
丘
四
季
の
香
小
学
校

副
校
長
　
西
田
智
男

６
月
の
あ
る
雨
が
降
っ
た
日
、
テ

ラ
ス
の
上
を
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
る

黒
い
も
の
が
…
、
よ
く
見
る
と
そ
れ

は
カ
エ
ル
で
し
た
。
メ
ダ
カ
池
に
い

た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
カ
エ
ル
に
な

っ
て
テ
ラ
ス
ま
で
散
歩
に
来
た
の
で

す
ね
。
同
じ
日
に
園
庭
を
散
歩
し
て

い
た
の
は
、
カ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
。
昨

年
カ
メ
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
卵
が
、

園
庭
の
ど
こ
か
の
草
む
ら
で
孵
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
一
瞬
、
こ
こ
は
ど
こ

だ
っ
た
か
し
ら
？
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
東
京
都
内
、
そ
れ
も
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
下
な
の
で
す
。

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
は
、
歴
代

の
教
職
員
が
、
子
供
た
ち
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
長
い
年
月
を
か

け
て
作
り
上
げ
て
き
た
む
ら
さ
き
幼

稚
園
の
宝
物
で
す
。
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
か
わ
い
い
仲

間
た
ち
の
登
場
に
子
供
た
ち
は
大
喜

び
！
掌
に
の
せ
た
り
、
動
き
を
じ
っ

く
り
見
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
発
見
は
、
学
年
・
学
級
を

越
え
て
園
全
体
へ
と
伝
わ
っ
て
い
く

の
で
す
。
見
た
り
、
触
れ
た
り
す
る

中
で
、「
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
ろ
う
？
」

「
何
食
べ
る
の
か
な
？
」「
動
か
な
く

な
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
…
」
等
々
、
近

く
に
い
る
友
達
と
様
々
な
気
付
き
が

あ
り
、「
カ
エ
ル
さ
ん
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
帰
り
た
い

ん
だ
よ
」「
帰
し
て
あ
げ
よ
う
」
な

ど
と
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
前
、
カ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
た
と
き
、
み
ん
な
で
さ
わ
り
す

ぎ
て
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
…
」
と

い
う
先
生
の
話
を
聞
い
て
「
今
は
、

さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
…
と

い
う
こ
と
に
。
生
き
物
に
興
味
や
関

心
を
も
つ
こ
と
は
、
そ
の
生
き
物
の

生
活
へ
と
世
界
が
広
が
り
、
命
の
大

切
さ
に
も
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
の
で

す
ね
。
壁
面
制
作
や
表
現
遊
び
、
歌

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
時
期
は
、
年
少
組

も
自
分
の
興
味
の
あ
る
遊
び
を
し
な

が
ら
、
気
に
な
る
友
達
・
一
緒
に
い

た
い
友
達
が
で
き
始
め
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
す
る
中
で
「
い

ろ
い
ろ
な
友
達
が
い
る
」「
友
達
と

一
緒
は
楽
し
い
」
と
感
じ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
年
長
組
も
友
達

と
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
言

い
合
い
、
刺
激
し
合
い
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
大

変
で
も
頑
張
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

友
達
の
存
在
は
と
て
も
大
き
い
と
、

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。

光
が
丘
む
ら
さ
き
幼
稚
園
　
園
長
　
石
橋
和
子

か
わ
い
い
仲
間
た
ち



７
月
１
日
に
本
校
は
５

回
目
の
開
校
記
念
日
を
迎

え
ま
し
た
。
光
が
丘
五
小

と
六
小
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
残
し
つ
つ
、
近
く
に

あ
る
夏
の
雲
公
園
の
名
前

を
付
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た

光
が
丘
夏
の
雲
小
学
校
。

夏
雲
と
略
称
で
呼
ば
れ
、

す
っ
か
り
地
域
に
根
付
い

て
い
ま
す
。
毎
朝
、
正
門

で
あ
い
さ
つ
を
す
る
子
ど

も
た
ち
の
頭
に
あ
る
校
帽

に
は
校
章
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
校
の
Ｈ
Ｐ
に
は
校
章

の
由
来
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
ま
す
。

■
校
章
の
由
来

統
合
す
る
「
光
が
丘
第

五
小
学
校
」
と
「
光
が
丘

第
六
小
学
校
」
の
児
童
・

保
護
者
・
教
職
員
・
地
域

の
方
々
な
ど
か
ら
図
案
を

募
集
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

応
募
作
品
の
中
か
ら
、

「
光
が
丘
第
五
小
学
校
・

光
が
丘
第
六
小
学
校
統
合

準
備
委
員
会
」
の
選
定
に

よ
り
、
児
童
の
作
品
が
選

ば
れ
定
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。い

ち
ょ
う
通
り
に
沿
っ

て
並
ん
で
い
る
二
つ
の
学

校
を
、
い
ち
ょ
う
の
葉
を

重
ね
て
表
現
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夏
の
雲
小
学

校
の
雲
を
モ
チ
ー
フ
に

し
、
二
つ
の
学
校
を
包
み

込
ん
で
い
ま
す
。
二
つ
の

学
校
が
重
な
り
合
い
一
つ

に
な
っ
て
、
新
た
な
学
校

を
作
っ
て
い
く
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。私

は
本
校
に
赴
任
す
る

前
か
ら
光
が
丘
に
は
よ
く

遊
び
に
来
て
、
い
ち
ょ
う

通
り
を
歩
い
て
い
ま
し

た
。
秋
は
特
に
い
ち
ょ
う

の
葉
が
黄
色
に
変
わ
り
、

陽
の
光
に
映
え
る
ま
ぶ
し

さ
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
い
ち
ょ
う
の
葉
を

重
ね
た
デ
ザ
イ
ン
が
統
合

を
表
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
か
ら
は
、
こ
こ
を
通

る
た
び
に
そ
の
こ
と
が
頭

に
浮
か
び
ま
す
。

７
月
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
の
学
校
を
包
み
込
む

夏
の
雲
も
た
く
さ
ん
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
、
み
ん

な
で
５
年
目
を
迎
え
た
光

が
丘
夏
の
雲
小
学
校
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

６
年
生
は
、
６
月
17
日
（
火
）

〜
20
日
（
金
）
の
４
日
間
、
下

田
移
動
教
室
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
ど
ん
な
思
い
出

を
心
に
刻
み
、
ど
ん
な
こ
と
が
今

後
に
役
立
つ
と
感
じ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り

ま
し
た
。

１
　
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と

（
１
人
３
つ
ま
で
回
答
）

１
位
　
部
屋
で
の
友
達
と
の
生

活
（
39
票
）
２
位
　
下
田
海
中

水
族
館
（
32
票
）
３
位
　
き
も

だ
め
し
（
26
票
）
４
位
　
魚
釣

り
体
験
（
24
票
）
５
位
　
バ
ス

の
中
（
18
票
）
６
位
　
お
み
や

げ
購
入
（
12
票
）
７
位
　
地
球

博
物
館
見
学
（
10
票
）

２
　
今
後
の
学
習
や
生
活
に
役

立
つ
と
思
う
こ
と
（
１
人
３
つ
ま

で
回
答
）

１
位
　
友
達
と
協
力
で
き
た

（
40
票
）
２
位
　
友
達
と
の
友
情

が
深
ま
っ
た
（
38
票
）
３
位

自
然
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た

（
22
票
）
４
位
　
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
味
わ
っ
た
（
19
票
）
４

位
　
時
間
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

が
わ
か
っ
た
（
19
票
）
６
位

係
の
仕
事
を
通
し
て
計
画
・
実
行

す
る
力
が
つ
い
た
（
18
票
）
７

位
　
み
ん
な
で
楽
し
む
た
め
に
は

が
ま
ん
も
必
要
だ
と
わ
か
っ
た

（
16
票
）

３
　
自
由
感
想

▽
ペ
リ
ー
が
降
り
立
っ
た
街
に

行
け
て
よ
か
っ
た
。
▽
次
に
や
る

と
き
は
魚
を
５
匹
釣
り
た
い
。
▽

初
め
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た

班
長
の
仕
事
を
き
ち
ん
と
で
き

た
。
▽
友
達
と
協
力
し
て
何
か
を

や
る
と
い
う
す
ば
ら
し
さ
が
よ
く

わ
か
っ
た
。
▽
時
間
の
大
切
さ
を

知
り
、
計
画
通
り
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
▽
友
達
と
け
ん
か

し
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
の
移
動
教

室
で
仲
良
く
で
き
た
。
▽
あ
ま
り

し
ゃ
べ
ら
な
か
っ
た
友
達
と
も
仲

良
く
で
き
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
子

供
た
ち
の
心
に
刻
ま
れ
る
こ
と
や

自
分
た
ち
を
成
長
さ
せ
る
も
の
の

多
く
は
、
友
達
同
士
の
か
か
わ
り

合
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
何
日
間
も
一
緒
に

生
活
し
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と

で
す
。
私
は
、
子
供
た
ち
と
一
緒

に
４
日
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
日

ご
と
に
成
長
し
て
い
く
様
子
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
一
つ
の

力
を
つ
け
た
６
年
生
が
、
こ
れ
か

ら
様
々
な
場
面
で
光
が
丘
秋
の
陽

小
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

私
が
、「
ゾ
ウ
さ
ん
」
を
好

き
だ
と
い
う
こ
と
は
、
光
っ
子

た
ち
は
み
ん
な
知
っ
て
い
ま

す
。
ゾ
ウ
と
サ
イ
の
話
も
た
び

た
び
し
て
い
ま
す
。「
○
○
し

な
サ
イ
」
で
動
く
の
で
は
な
く
、

「
○
○
す
る
ゾ
ウ
」
の
ゾ
ウ
さ

ん
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
校
長
室
前
の
ベ
ン
チ
に
い

る
ゾ
ウ
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み

は
、
光
っ
子
た
ち
の
意
欲
や
態

度
、
興
味
・
感
心
、
自
主
性
、

積
極
性
、
行
動
力
、
根
気
、
創

意
・
工
夫
等
を
、
ず
っ
と
応
援

し
続
け
て
い
ま
す
。

新
し
い
ゾ
ウ
さ
ん
が
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。「
ま
け
な
い

ぞ
う
」
と
い
う
男
の
子
・
女
の

子
の
２
頭
の
ゾ
ウ
さ
ん
で
す
。

「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
の
方
々
が

１
本
の
タ
オ
ル
を
ゾ
ウ
の
形
に

縫
い
合
わ
せ
て
製
作
し
て
い
る

も
の
で
す
。
こ
の
活
動
は
、
１

９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
時
に
始
ま
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
神
戸
の
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ

協
働
セ
ン
タ
ー
が
呼
び
か
け

て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

の
方
々
に
も
広
ま
っ
た
の
で

す
。
製
作
者
の
言
葉
で
す
。

「
仮
設
住
宅
で
何
も
考
え
ら
れ

な
く
な
り
、
毎
日
ボ
ー
ッ
と
し

て
い
た
頃
、『
ま
け
な
い
ぞ
う
』

作
り
に
出
合
い
ま
し
た
。
作
る

た
び
に
い
ろ
い
ろ
な
顔
の
表
情

が
で
き
あ
が
り
、
気
持
ち
も
明

る
く
な
り
ま
し
た
。」
被
災
者

の
皆
さ
ん
は
、
今
も
ず
っ
と

「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
の
気
持
ち

を
持
ち
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
し
ょ
う
。

光
っ
子
た
ち
に
は
、「
ま
け

な
い
ぞ
う
」
の
強
い
思
い
を
持

ち
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
つ
ら
い
こ
と
、
苦
し
い

こ
と
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

に
涙
を
流
す
子
も
い
る
で
し
ょ

う
。
失
敗
を
恐
れ
、
周
り
の
目

を
気
に
し
て
、
あ
と
一
歩
が
踏

み
出
せ
な
い
子
も
い
る
で
し
ょ

う
。
初
め
か
ら
諦
め
て
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
な
い
子
も
い
る
で
し

ょ
う
。
楽
を
求
め
努
力
を
し
な

い
子
、
流
さ
れ
て
し
ま
う
子
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分

を
ご
ま
か
し
、
嘘
を
つ
く
子
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
友
達

と
の
関
係
に
悩
み
を
抱
え
、
解

決
方
法
が
分
か
ら
な
い
子
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
叱
ら
れ

る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
く
て
、

く
じ
け
た
り
い
じ
け
た
り
し
て

し
ま
う
子
も
い
る
の
で
し
ょ

う
。
こ
ん
な
と
き
こ
そ
、「
ま

け
な
い
ぞ
う
」
の
登
場
で
す
。

た
く
ま
し
く
し
な
や
か
な
心
を

も
つ
光
っ
子
で
い
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。

今
年
度
に
な
っ
て
、
光
っ
子

た
ち
の
欠
席
ゼ
ロ
の
日
が
続
い

て
い
ま
す
。
４
月
11
日
（
金
）、

５
月
８
日
（
木
）、
９
日
（
金
）、

22
日
（
木
）
、
27
日
（
火
）
、

28
日
（
水
）
、
29
日
（
木
）
、

30
日
（
金
）、
６
月
３
日
（
火
）、

４
日
（
水
）
、
10
日
（
火
）
、

11
日
（
水
）
、
19
日
（
木
）
、

30
日
（
月
）
と
、
14
回
も
あ

り
ま
し
た
。
過
去
３
年
間
で
５

回
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
な
ん

と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ

う
！
光
っ
子
た
ち
の
た
く
ま
し

さ
の
一
つ
の
表
れ
で
す
。

「
人
生
」
と
言
う
と
大
げ
さ

で
す
が
、
日
常
の
毎
日
の
生
活

の
中
で
も
、
病
気
を
す
る
こ
と

や
け
が
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
悩
み
や
苦

し
み
も
あ
れ
ば
、
失
敗
や
挫
折

も
あ
り
ま
す
。
身
体
の
た
く
ま

し
さ
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
心

の
た
く
ま
し
さ
も
絶
対
に
必
要

で
す
。「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
と

い
う
、
タ
フ
な
心
、
折
れ
な
い

心
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
光
っ

子
た
ち
に
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。「
ま
け
な
い
ぞ
う
」

の
思
い
に
は
、
光
っ
子
た
ち
自

身
の
前
向
き
な
心
情
・
態
度
が

現
れ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、

言
い
換
え
れ
ば
「
自
己
肯
定
感
」

の
高
ま
り
と
言
え
ま
す
。
私
た

ち
大
人
の
側
か
ら
見
れ
ば
、

「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
の
思
い
を

育
て
る
た
め
に
、
光
っ
子
た
ち

の
心
を
鍛
え
て
あ
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
心

を
鍛
え
る
の
は
、
一
朝
一
夕
に

で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り

と
取
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

幼
稚
園
の
ハ
ー
ブ
園
の
近
く

で
大
人
の
こ
ぶ
し
大
の
カ
エ
ル

を
捕
ま
え
た
年
少
組
の
Ａ
く

ん
。
す
ぐ
に
近
く
に
い
た
子
供

た
ち
が
集
ま
り
見
て
い
ま
す
。

通
り
か
か
っ
た
年
長
組
の
Ｂ

く
ん
は
、「
わ
〜
、
大
き
い
ね
。

貸
し
て
く
れ
る
？
」
Ａ
く
ん

「
い
い
よ
」
Ｂ
く
ん
「
友
達
に

見
せ
て
こ
よ
う
」
と
カ
エ
ル
を

持
っ
て
歩
き
出
し
ま
し
た
。
Ａ

く
ん
は
、
つ
い
て
い
き
な
が
ら

「
ぼ
く
も
友
達
に
見
せ
た
い
な
」

し
か
し
、
Ｂ
く
ん
に
は
聞
こ

え
な
い
よ
う
で
す
。
二
人
の
様

子
を
見
て
い
た
私
は
思
わ
ず
声

を
掛
け
ま
し
た
。
「
Ｂ
く
ん
、

Ａ
く
ん
も
友
達
に
見
せ
た
い
っ

て
」
Ｂ
く
ん
「
…
友
達
に
見
せ

た
い
の
？
」
Ａ
く
ん
「
う
ん
」

Ｂ
く
ん
「
…
じ
や
あ
」
と
Ａ
く

ん
カ
エ
ル
を
返
し
ま
し
た
。

私
は
「
本
当
は
Ｂ
く
ん
も
早

く
友
達
に
カ
エ
ル
を
み
せ
た
い

け
れ
ど
、
Ａ
く
ん
が
見
つ
け
た

カ
エ
ル
だ
し
、
年
少
さ
ん
だ
か

ら
、
Ａ
く
ん
が
友
達
に
カ
エ
ル

を
見
せ
て
回
る
間
、
Ｂ
く
ん
は

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て

い
て
、
そ
の
顔
は
年
長
と
し
て

誇
ら
し
げ
な
感
じ
が
し
ま
し

た
。「

我
慢
し
な
さ
い
」「
譲
っ

て
あ
げ
な
さ
い
」
と
行
動
を
指

示
す
る
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の

で
は
な
く
、
子
供
自
ら
が
考
え

て
行
動
を
決
断
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。「
年
少
組
の
た
め

に
今
は
我
慢
す
る
」
「
い
や
、

我
慢
で
き
な
い
」
と
い
う
葛
藤

が
「
…
じ
ゃ
あ
」
の
間
に
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
子
供
自
身

が
考
え
る
時
間
を
確
保
し
、
迷

っ
て
い
る
気
持
ち
を
そ
っ
と
背

中
を
押
す
よ
う
な
、
援
助
や
励

ま
し
を
し
た
い
と
お
も
い
ま

す
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
自
身

が
決
断
し
て
行
動
し
た
こ
と
の

努
力
や
成
果
、
と
き
に
は
、
失

敗
…
。
自
分
だ
け
で
は
な
く
そ

の
時
々
の
思
い
を
誰
か
が
共
感

し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
子
供
た

ち
が
次
に
進
ん
で
い
く
力
に
つ

な
が
り
ま
す
。
共
感
し
て
も
ら

え
る
、
ほ
め
ら
れ
る
、
認
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
心
の
ビ
タ
ミ
ン

剤
に
な
る
と
、
こ
の
出
来
事
か

ら
、
し
み
じ
み
か
ん
ガ
エ
ル

の
で
し
た
。

夏
雲
小
５
年
目
の
夏

光
が
丘
夏
の
雲
小
学
校

校
長
　
遠
藤
真
司

移
動
教
室
の
力

光
が
丘
秋
の
陽
小
学
校
　
校
長
　
関
川
　
健

ま
け
な
い
ぞ
う

光
が
丘
第
八
小
学
校
　
校
長
　
鈴
木
隆
志

か
ん
ガ
エ
ル
（
考
え
る
）

光
が
丘
さ
く
ら
幼
稚
園

副
園
長
　
鈴
木
裕
美

夏休み前の7月14日、光が丘４中学校と豊渓中、練馬特別支援高校

の生徒36名と光が丘警察署（署長　原　きよ子）等関係団体が出

席してふれあいの径花壇で、サルビアなど200本の花を植え込んだ。

少年たちよ健やかにと絆花壇づくり

○○

○○

○

○



 

 

【
春
日
町
】

▽
春
日
町
遊
び
の
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
＝
８
月
19
日

（
火
）
〜
22
日
（
金
）

時
間
は
日
に
よ
っ
て
異
な

る
　
対
象
　
小
学
生
以
上
　

要
申
込

【
北
町
】

▽
き
た
ま
ち
あ
わ
踊

り
＝
７
月
26
日
（
土
）
17

時
30
分
〜
21
時
　
対
象

小
学
生
　
定
員
　
60
名
　

要
申
込

【
光
が
丘
な
か
よ
し
】

▽
工
作
週
間
（
ス
ラ
イ

ム
、
プ
ラ
バ
ン
作
り
な

ど
）
＝
８
月
５
日
（
火
）

〜
８
日
（
金
）
①
10
時
〜

11
時
45
分
②
14
時
〜
16

時
　
対
象
　
①
幼
児
②
小

学
生
以
上

▽
お
ば
け
迷
路
＝
８
月

28
日
（
木
）
15
時
〜
17
時
、

29
日
（
金
）
10
時
30
分
〜

11
時
45
分
、
15
時
〜
16

時
30
分
　
対
象
　
３
歳
以

上
の
子
ど
も
と
保
護
者

【
光
が
丘
】

▽
平
和
に
つ
い
て
か
ん

が
え
よ
う
＝
８
月
15
日

（
金
）
10
時
30
分
〜
13
時

要
申
込

▽
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
で
作

る
ミ
ニ
水
族
館
＝
８
月
１
日

（
金
）
13
時
〜
15
時
　
対
象

小
学
生
　
定
員
　
12
名

▽
エ
コ
で
か
わ
い
い
コ
ッ

プ
洗
い
作
り
＝
８
月
２
日

（
土
）
10
時
〜
12
時
　
対
象

小
学
生
と
保
護
者
　
定
員
　

８
組

▽
キ
ッ
ズ
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
＝
８
月
３
日
（
日
）
11
時

〜
13
時
　
対
象
　
小
学
生

定
員
　
12
名

▽
夏
の
星
空
観
測
会
＝
８

月
３
日
（
日
）
19
時
〜
20
時

30
分
　
対
象
　
小
学
生
と
保

護
者
　
定
員
　
30
名

▽
顕
微
鏡
観
察
体
験
講

座
＝
８
月
４
日
（
月
）
10
時

〜
12
時
　
対
象
　
小
学
２
年

生
以
上
　
定
員
　
10
名

▽
廃
材
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
ー
を
作
ろ
う
＝
８
月

５
日
（
火
）
13
時
〜
15
時

対
象
　
小
学
生
　
定
員
　
12

名
▽
初
め
て
の
リ
サ
イ
ク
ル

裁
縫
教
室
＝
８
月
７
日
（
木
）

10
時
〜
11
時
30
分
　
対
象

小
学
生
　
小
学
１
・
２
年
生

は
保
護
者
同
伴
　
定
員
　
12

名
▽
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
ビ
ー
玉

ゲ
ー
ム
を
作
ろ
う
＝
８
月
８

日
（
金
）
10
時
〜
12
時
　
対

象
　
小
学
生
　
定
員
　
15
名

▽
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
＝
８
月
９
日

（
土
）
13
時
〜
15
時
　
対
象
　

小
学
生
と
保
護
者
　
定
員

８
組
　
費
用
　
１
組
６
０

０
円い

ず
れ
も
事
前
申
込
が
必

要

 

【
春
日
町
】

▽
お
な
は
し
会
＝
７
月

23
・
30
・
８
月
６
・

13
・
20
・
27
日
（
水
）

15
時
30
分
、
幼
児
向
け
　

８
月
18
日
（
月
）
11
時
、

乳
幼
児
向
け
　
８
月
21
日

（
木
）
11
時

▽
ス
ラ
イ
ム
で
遊
ぼ

う
＝
７
月
27
日
（
日
）
14

時
　
対
象
　
小
学
生
　
定

員
　
20
名
　
要
申
込

▽
本
の
探
検
ラ
リ
ー

（
本
を
使
っ
て
ク
イ
ズ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
）
＝
８
月
23

日
（
土
）
・
24
日
（
日
）

10
時
〜
16
時
30
分
　
対

象
　
幼
児
〜
小
学
生

▽
読
書
感
想
画
展
＝
７

月
29
日
（
火
）
〜
８
月
24

日
（
日
）

【
光
が
丘
】

▽
お
は
な
し
会
＝
幼
児

〜
小
学
３
年
生
　
７
月

20
・
８
月
３
・
17
日

（
日
）
・
７
月
23
・
８
月

13
・
27
日
（
水
）
15
時
、

幼
児
　
７
月
23
・
30
・
８

月
６
・
13
・
20
・
27
日

（
水
）
11
時
、
乳
幼
児

７
月
25
・
８
月
22
日（
金
）

11
時
　
８
月
８
日
（
金
）

14
時▽

工
作
会
＝
７
月
29
日

（
火
）
13
時
30
分
と
15
時

対
象
　
４
歳
児
〜
小
学
１

年
生
と
保
護
者
　
定
員

各
10
組

▽
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
開
放
＝

木
曜
日
を
除
く
毎
日
　
15
時
15
分

〜
16
時
45
分
　
対
象
　
小
学
生
、

親
子
　
持
ち
物
　
上
履
き

▽
学
習
室
＝
木
曜
日
を
除
く
毎

日
、
臨
時
学
習
室
　
団
体
利
用
の
あ

る
日
と
木
曜
日
を
除
く
毎
日
　

▽
将
棋
＝
毎
日
曜
　
９
時
〜
12
時

【
春
日
町
南
】

▽
夏
休
み
輪
投
げ
大

会
＝
８
月
５
日
（
火
）
10

時
〜
12
時
　

▽
水
遊
び
大
会
＝
８
月

14
日
（
木
）
13
時
〜
15
時

持
ち
物
　
水
で
っ
ぽ
う

▽
子
ど
も
の
ク
ッ
キ
ン

グ
＝
８
月
27
日
（
水
）
14

時
〜
16
時
30
分

▽
立
体
四
目
並
べ
大

会
＝
８
月
29
日
（
金
）
15

時
〜
16
時

【
高
松
】

▽
卓
球
道
場
＝
８
月
５

日
（
火
）
・
６
日
（
水
）

10
時
〜
12
時
　
対
象
　
小

学
生
　

【
旭
町
北
】

▽
水
遊
び
を
し
て
ス
イ

カ
を
食
べ
よ
う
＝
７
月
31

日
（
木
）
15
時

【
光
が
丘
】

▽
ベ
ー
ゴ
マ
夏
場
所
＝

８
月
27
日
（
火
）
〜
29
日

（
金
）
14
時

▽
グ
イ
・
ポ
ン
・
ビ
ュ
ン
で
速
く

な
る
〜
陸
上
教
室
＝
７
月
20
日

（
日
）
・
８
月
３
日
（
日
）
・
17
日

（
日
）
９
時
〜
11
時
30
分
対
象
　
小

学
３
〜
６
年
生
　
場
所
　
練
馬
中
学

校
　
申
込
　
当
日
会
場
受
付
（
８
時

30
分
〜
８
時
55
分
）

問
合
せ

練
馬
中
学
校
　
☎
（
３
９
９
０
）
５

４
５
１
　
企
画
　
練
馬
中
陸
上
部

▽
サ
ッ
カ
ー
部
活
動
体
験
＝
７
月

21
日
（
祝
）
22
日
（
火
）
９
時
〜

11
時
　
対
象
　
小
学
４
〜
６
年
生

場
所
　
八
坂
中
学
校
　
定
員
30
名

（
申
込
順
）

申
込
　
八
坂
中
学
校

☎
（
３
９
２
４
）
０
３
９
９
　
企

画
　
八
坂
中
サ
ッ
カ
ー
部



５
月
の
サ
ロ
ン
は
嬉
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
も
き
れ
い
な
お
花
を

持
参
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
彩

り
を
添
え
て
く
れ
る
常
連

の
Ｏ
さ
ん
。
こ
の
数
か
月

参
加
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
皆
で
心
配
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
久
し
ぶ
り
に
元

気
な
お
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
お
元
気
で
参
加
し
て

頂
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

サ
ロ
ン
で
は
こ
れ
か
ら

３
か
月
に
１
回
程
度
の
ペ

ー
ス
で
健
康
に
関
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
す
る
予
定
で
、

５
月
は
高
島
平
警
察
署
犯

罪
防
止
対
策
係
の
方
に
よ

る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
実
例

を
掲
げ
た
講
演
で
し
た
。

「
振
り
込
め
詐
欺
見
張
隊

（
相
手
に
対
す
る
警
告
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
、
通
話

内
容
の
自
動
録
音
）
」
の

機
器
設
置
の
紹
介
が
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
自
治
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

毎
回
好
評
の
「
笑
い
ヨ

ガ
」
、
可
笑
し
く
な
く
て

も
笑
い
声
を
出
せ
ば
体
に

良
い
効
果
が
あ
り
ま
す
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
笑

っ
て
い
る
と
な
ん
だ
か
本

当
に
可
笑
し
く
な
っ
て
く

る
も
の
で
、
皆
で
顔
を
見

合
わ
せ
笑
い
な
が
ら
体
を

動
か
し
、
声
を
出
し
て
す

っ
か
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
た
。

さ
て
こ
れ
ま
で
は
毎
月

ス
タ
ッ
フ
全
員
で
運
営
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
か

ら
は
試
み
と
し
て
ス
タ
ッ

フ
を
半
分
に
し
て
み
ま
し

た
。
会
場
設
営
か
ら
飲
み

物
の
準
備
な
ど
、
皆
さ
ん

３
年
近
い
経
験
か
ら
さ
す

が
に
手
慣
れ
た
も
の
で
手

際
よ
く
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
ス
タ
ッ
フ

は
随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
毎
月
第
４

水
曜
13
時
か
ら
12
号
棟
集

会
室
で
や
っ
て
い
ま
す
の

で
雰
囲
気
を
の
ぞ
き
に
来

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

次
回
は
７
月
23
日
（
水
）

で
す
。
ご
来
場
を
お
持
ち

し
て
い
ま
す
。

（
福
祉
部
）

▽
会
長
＝
塩
原
継
雄
▽

副
会
長
＝
田
中
　
奨
　
菅

原
雅
樹
　
本
部
六
朗
▽
事

務
局
長
＝
安
倍
敏
陽
▽
会

計
＝
花
田
哲
子
▽
幹
事
＝

石
橋
和
代
　
馬
場
　
孝

吉
田
秀
也
　
山
本
茂
幸

岩
崎
治
平
　
太
田
弘
明

茅
野
　
肇
　
川
島
昇
三

久
木
田
充
弘
　
上
島
貞
夫

小
野
　
毅
　
原
島
健
一

森
山
康
平
▽
会
計
監

査
＝
最
相
和
子
　
安
藤
伸

江

【
学
校
プ
ー
ル
】

◇
田
柄
第
二
小
　
８
月

２
（
土
）
・
３
日
（
日)

・

９
日
（
土
）
〜
17
日
（
日
）

◇
旭
町
小
　
８
月
７
日

（
木
）
〜
13
日
（
水
）

利
用
時
間
　
10
時
〜
正

午
、
13
時
〜
15
時
　
申
込
　

当
日
会
場
受
付
　
料
金

１
回
50
円
　
小
学
２
年

以
下
の
子
に
は
水
着
を
着

用
し
た
18
歳
以
上
の
方
が

付
き
添
う
。
付
添
い
者
１

名
に
つ
き
２
名
ま
で
の
子

ど
も
が
入
場
で
き
る
（
お

む
つ
の
取
れ
て
い
な
い
幼

児
は
入
場
で
き
な
い
）
。

必
ず
水
泳
帽
を
着
用
。
貴

重
品
は
持
っ
て
こ
な
い
。

装
身
具
を
身
に
つ
け
て
の

遊
泳
は
で
き
な
い
。
浮
き

輪
以
外
の
遊
具
の
持
ち
込

み
は
で
き
な
い
。
車
・
自

転
車
で
の
来
場
は
で
き
な

い
。問

合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
振
興
係
　
☎
（
５
９

８
４
）
１
９
４
８
　

【
講
習
会
「
や
さ
し
い

日
本
語
で
い
っ
て
み
よ

う
！
」】

７
月
31
日
（
木
）
13
時

30
分
〜
16
時
30
分
　
場
所
　

文
化
交
流
ひ
ろ
ば
（
光

が
丘
３
ー
１
ー
１
）

内

容
　
外
国
人
な
ど
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

た
め
の
、
わ
か
り
や
す
い

日
本
語
の
使
い
方
を
学
ぶ
　

講
師
　
一
橋
大
学
国
際

教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
　
志

村
ゆ
か
り
　
定
員
　
30
名

（
申
込
順
）

申
込
　
電

話
で
地
域
振
興
課
事
業
推

進
係
　
☎
（
５
９
８
４
）

１
５
２
３
　

ゆ
り
の
木
サ
ロ
ン
通
信

平
成
26
年
度

ゆ
り
の
木
北
団
地

自
治
会
　
新
役
員

学
校
な
ど
で
の
行
事

 

 



体
育
館
に
着
席
し
た
生

徒
た
ち
は
、
厳
粛
に
講

師
・
佐
藤
清
志
さ
ん
の
話

に
耳
を
傾
け
た
。

「
平
成
15
年
５
月
24
日

当
時
６
歳
の
長
女
が
青
信

号
で
横
断
中
に
、
同
じ
く

青
信
号
で
左
折
し
て
き
た

大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
に
横
断

歩
道
場
で
頭
部
を
も
踏
み

潰
さ
れ
、
可
愛
か
っ
た
顔

が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
握
っ
た
手
の
感
触

は
今
だ
に
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。
母
は
、
夫
の
墓
参

り
の
場
で
初
孫
の
死
を
知

ら
さ
れ
、
妻
は
、
２
週
間

後
に
息
子
を
出
産
、
『
生

ま
れ
変
わ
り
だ
ね
』
と
励

ま
さ
れ
ま
し
た
が
言
葉
に

よ
る
「
二
次
被
害
」
を
受

け
た
の
で
す
。

加
害
者
の
刑
は
禁
錮
２

年
６
か
月
（
１
年
の
免
許

停
止
）
。
業
務
上
過
失
致

死
は
最
高
で
５
年
、
免
許

取
消
し
も
最
長
で
５
年
が

当
時
の
上
限
で
し
た
。
交

通
犯
罪
の
す
べ
て
は
過
失

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

殺
そ
う
と
し
て
起
こ
し
た

の
で
は
な
い
。」

同
様
の
事
件
で
息
子
を

亡
く
し
た
方
が
「
歩
車
分

離
信
号
」
運
動
を
始
め
た
。

５
２
８
６
名
分
の
署
名
を

品
川
区
長
に
提
出
。
モ
デ

ル
事
業
と
も
重
な
り
そ
の

年
の
12
月
に
設
置
さ
れ

た
。

世
界
道
路
交
通
被
害
者

の
日
（
11
月
の
第
３
日
曜

日
）
は
、
国
連
が
２
０
０

５
年
10
月
に
決
議
し
た
ワ

ー
ル
ド
デ
イ
。
被
害
者
を

追
悼
し
、
再
発
防
止
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

一
つ
の
事
件
が
、
家
族

を
翻
弄
す
る
「
他
人
の
笑

顔
が
喜
べ
る
社
会
」
そ
ん

な
気
持
ち
を
み
ん
な
が
持

て
れ
ば
、
す
べ
て
の
面
で

社
会
が
よ
い
方
向
に
進
む

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

と
講
師
が
提
起
し
た
。

◆
本
紙
関
係
分
で
は
光

が
丘
南
大
通
り
春
の
風
公

園
際
の
Ｔ
字
路
が
歩
車
分

離
信
号
と
な
っ
て
い
る
。

秋
の
陽
小
学
校
の
北

校
舎
の
窓
か
ら
は
、
秋

の
陽
公
園
の
田
ん
ぼ
が

よ
く
見
え
ま
す
。
晴
れ

た
日
は
、
水
面
に
陽
の

光
が
反
射
し
て
キ
ラ
キ

ラ
輝
い
て
と
て
も
美
し

く
、
梅
雨
の
し
と
し
と

雨
の
日
は
少
し
霞
が
か

か
っ
て
ま
た
違
っ
た
美

し
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
本
校
の
こ
の
景
色

を
い
つ
も
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ

は
、
一
つ
の
自
慢
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
田
ん

ぼ
の
稲
は
最
近
グ
ン
と

緑
の
色
が
濃
く
な
り
、

株
も
た
く
さ
ん
に
分
か

れ
て
太
く
な
り
、
た
く

ま
し
く
育
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
、
十
日
に
一

回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で

こ
の
稲
の
写
真
を
撮
り
、

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
画
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

こ
の
田
ん
ぼ
は
、
日

ご
ろ
か
ら
練
馬
区
東
部

公
園
管
理
事
務
所
が
管

理
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
５
月
12

日
に
、
近
隣
の
小
学
校

と
と
も
に
５
年
生
全
員

が
田
植
え
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

収
穫
の
秋
に
は
稲
刈
り

を
さ
せ
て
く
だ
さ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

間
、
特
に
子
供
た
ち
が

自
分
で
世
話
を
す
る
と

い
う
活
動
は
基
本
的
に

な
い
わ
け
で
す
が
、
本

校
の
５
年
生
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
使

っ
て
継
続
的
に
観
察
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
来
は
ど
の
よ
う
な
世

話
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
、
ど
の
よ
う

に
成
長
し
て
い
く
の
か

な
ど
を
調
べ
て
学
習
し

て
い
ま
す
。
稲
の
成
長

を
身
近
に
感
じ
な
が
ら

過
ご
し
て
い
け
ば
、
収

穫
の
喜
び
も
大
き
く
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ち

な
み
に
稲
は
、
も
ち
米

の
ミ
ネ
ノ
ユ
キ
と
い
う

品
種
だ
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
稲
の

実
＝
米
　
は
、
一
つ
一

つ
の
花
が
受
粉
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
実
り
ま
す
。

し
か
し
、
稲
の
花
は
小

さ
く
て
目
立
た
な
い
上
、

咲
い
て
い
る
時
間
が
と

て
も
短
い
の
で
、
注
意

深
く
見
て
い
な
い
と
見

損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
小
学
生
だ
っ
た
頃
、

毎
年
の
よ
う
に
夏
休
み

に
は
新
潟
県
の
母
の
実

家
に
行
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
田
ん
ぼ
を
身
近

に
見
る
こ
と
に
は
恵
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
行
く
の
は
だ
い
た

い
８
月
で
す
か
ら
、
稲

は
す
で
に
た
わ
わ
に
実

り
、
穂
が
垂
れ
て
い
ま

し
た
。
穂
が
出
る
と
き

に
花
が
咲
く
と
い
う
こ

と
は
、
知
識
と
し
て
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
時
期
の
田
ん
ぼ
を

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
つ
い
に
実
際
の

花
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
ま
ま
大
人
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

教
員
に
な
っ
て
、
５

年
生
の
バ
ケ
ツ
稲
を
育

て
る
学
習
を
指
導
し
た

と
き
に
初
め
て
、
出
穂

の
様
子
と
花
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
花

と
言
っ
て
も
花
び
ら
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

モ
ミ
が
パ
ッ
と
開
い
た

と
こ
ろ
か
ら
お
し
べ
が

外
に
顔
を
出
す
よ
う
な

感
じ
で
し
た
。
子
供
の

頃
に
想
像
し
て
い
た
も

の
と
は
全
く
違
い
ま
し

た
が
、
当
時
は
よ
う
や

く
願
い
が
か
な
っ
た
気

が
し
た
も
の
で
す
。

秋
の
陽
小
学
校
の
子

供
た
ち
に
は
、
田
植
え

と
稲
刈
り
の
体
験
だ
け

で
な
く
、
ぜ
ひ
と
も
稲

の
花
を
見
せ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
米
の
一

粒
一
粒
が
、
花
の
一
つ

一
つ
か
ら
で
き
る
こ
と

を
実
感
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

昭
和
38
年
　
東
京
都

杉
並
区
生
ま
れ
　
所
沢

市
在
住

-562-

光
が
丘
秋
の
陽
小
学
校
校
長
　

関
川
　
健

田
ん
ぼ
の
あ
る
風
景
か
ら

 

犯罪被災者支援の啓発活動を進めるために、練馬中
学校（校長　柴田伊知郎　生徒数459）は、7月12
日、同校で「命の大切さを学ぶ教室」を実施した。




